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DL含量はC. pubescensが高くL. leucocephalaが低かった。南部で採取したイネ科草ではP. pu
rpuphoidesのin vitro消化率が最も高くP. maximumが最も低かった。西部のイネ科草ではP. 
purpuphoidesのin vitro消化率が最も高くA. compresusが最も低く、全般的に南部のイネ科草
より高い傾向を示した。マメ科草のin vitro消化率はイネ科草よりも高かった。南部のマメ
科草においてはL. leucocephalaが最も高く、C. pubescensが最も低かった。西部ではL. leuco
cephalaが最も高く、C. mucunoidesが最も低かった。スマトラ島南部および西部のイネ科お
よびマメ科草中無機物含量は、草種、季節および地域によって異なった。マクロミネラル含
量は乾季に比べて雨季が高かった。スマトラ島南部で採取したイネ科草のCa、P、Mg含量
は反すう家畜の要求量を満たしていたがSが不足する牧草がみとめられた。西部で採取した
牧草のCa含量は要求量を満たしていたが、P、Mg、Sが不足する牧草がみとめられた。イネ
科牧草中マクロミネラル含量の不足の程度は南部に比べて西部が高かった。マメ科草は、南
部・西部ともマクロミネラル含量はP、MgおよびSが家畜の要求量を満たさず、Ca含量のみ
が要求量を充足していた。南部・西部ともに全てのイネ科草中Cu含量が要求量を満たさず、
ZnおよびSe含量が低い草種がみとめられた。南部・西部とも全てのイネ科草のFeおよびMn
含量が要求量を充足していた。マメ科草中Zn、Mn、CuおよびSe濃度においては、南部・西
部ともに要求量を下回った草種が多かった。牧草のNDFおよびADF中マクロミネラル含量は
ミネラル成分によって異なり、明瞭な季節変動がみとめられた。一方、繊維分画中ミクロミ
ネラル含量は成分によって異なったが、草種、季節および地域の影響はみられなかった。 
 
試験3．メンヨウの反芻胃におけるDMおよび無機物の消失率は、草種、季節および地域に
よって異なった。培養72時間後のDM消失率は、マメ科草の方がイネ科草よりも高かった。
南部で採取したイネ科草のCaおよびPの消失率は、西部で採取した牧草よりも低かった。逆
にMgの消失率は南部の牧草の方が西部のものよりも高かった。Sの消失率においては地域に
よる差が認められなかった。一方マメ科草においては、Caの消失率が最も高い傾向があり、
次いでMg＞S＞Pの順であった。またイネ科およびマメ科草の微量無機物の溶解度はFe＞Zn
＞Cu＞Mnの順であった。 
 
以上の様に、本研究によりインドネシア・スマトラ島北部、西部および南部で一般に用い
られるイネ科・マメ科牧草の栄養価、特にミネラル成分含量および各種ミネラルの反芻胃内
溶解性の差異および季節変動の程度が明らかとなった。 
 
